
561形成外科 ■ 67 巻 6号　2024 年 6月

特集 SPECIAL ISSUE

形成外科分野における
ロボット手術の現状と展望

　ロボット手術は da Vinci（Intuitive Surgical 社）を主として現在多くの分野
で行われるようになってきています。泌尿器科以降，呼吸器外科，婦人科，消化
器外科，心臓血管外科，耳鼻咽喉科など多くの分野で保険収載がされるようにな
りました。しかし，形成外科分野においては諸外国での報告が見られるように
なってはきてはいるものの，本邦においては実施された報告は現在まで認められ
ておりません。ロボットを使用するための certification が形成外科領域の手術で
はとれておらず，臨床で使用するためのハードルが高いのも問題となっておりま
す。本年 4 月にはマイクロロボットの Symani Surgical System（MMI 社）が
FDA の認可を取得しており，世界的に形成外科領域でもロボット手術が広まり，
本邦でも導入へ機運が高まってきました。日本形成外科学会では 2023 年よりロ
ボット手術検討委員会（上村哲司委員長）を立ち上げ，保険収載への道筋を議論
しているところです。
　保険収載にあたってはまずは内視鏡手術の保険収載が必要であるとの外保連

（外科系学会社会保険委員会連合）での議論もあるため，形成外科での内視鏡手
術もあわせて検討していく必要があります。実際のトレーニングも委員会メン
バーを中心として行われており，今後ロボット手術を広めていくためにどのよう
にすべきなかどの課題もあります。また da Vinci 以外にも国産ロボット hinotori

（Medicaroid 社）も上梓されており国内でも開発が進んでおります。
　本特集では，委員会メンバーを中心として，形成外科領域における海外のロ
ボット手術の現状，本邦における形成外科分野の状況や今後の展望についてご執
筆いただきました。
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